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論 文 内 容 要 旨（和文） 
学位論文題名 
Clinical Impact of Insulin Resistance on Pulmonary Vein Isolation Outcome 






 2014 年 2 月から 2016 年 6 月に当院にて発作性心房細動患者に肺静脈隔離術を施行した
114例を検討した。対象患者を HOMA-IRの計算式により HOMA＜2.5を非インスリン抵抗





とが示された(39.0% vs. 18.5%, P=0.019)。Cox比例ハザード解析ではインスリン抵抗性は肺
静脈隔離術後再発の独立した予後予測因子であることが示された(Harard ratio:1.287, 95% 

















（Journal of Cardiovascular Electrophysiology, 30; 479-486, 2019） 
学位論文審査結果報告書 
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